
令和５年度
障害福祉サービス事業者等
集団指導講習会（個別編）

横須賀市民生局福祉こども部指導監査課

障害児通所支援事業所③
（放課後等デイサービス）
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説明する項目

１ 厚生労働省からの通知について

２ 定員の遵守について

３ サービス提供時間の下限について
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３ サービス提供時間の下限について

対象：放課後等デイサービス
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３－１ 原則

（令和３年度報酬改定より）

○放課後等デイサービスについては、個々の障害児に対するサー
ビス提供時間（送迎に係る時間は除くものとする。）は30分
を超える必要があります。

○30分以下のサービス提供の場合は、基本的に報酬を算定する
ことはできません。

○ただし、個別支援計画に基づき、徐々に在所時間を延ばす必要
性を市町村が認めた就学児に対する支援についてはこの限りで
はなく、他の児童と同様に基本報酬及び各加算の算定が可能で
す。
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３－２ 30分以下の支援を行う場合の流れ

① 事業所において、当該障害児の保護者と相談の上、徐々に在
所時間数を延ばすこととする支援を放課後等デイサービス計
画に位置づける。

② 事業所から市町村（本市の場合は障害福祉課）に連絡し、こ
のような支援の必要性等について説明する。

③ 市町村において、30分以下の支援について認める・認めない
を判断し、その結果を事業所に伝える。

④ （認められた場合）事業所で30分以下の支援を行い、その報
酬を請求する。⇒この場合は基本報酬・加算の算定が可能
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３－２ 30分以下の支援を行う場合の流れ（留意事項）

○認める期間については、就学児の障害の特性等により異なるこ
とが考えられるため、上限は設けないこととしており、個々の
就学児の状況に応じて決定します。

○認めるに際しては、当該放課後等デイサービス事業所の支援の
内容が、当該就学児にとって適当かどうかを含め、障害児相談
支援事業所の意見を聞くことも考えられます。
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３－３ 欠席時対応加算Ⅱについて

○来所した児童がサービスの利用を開始したものの、急病等によ
りその利用を中断し、利用した指定放課後等デイサービス等の
提供時間が30分以下となった場合は欠席時対応加算Ⅱを算定
することができます。

○当加算における30分以下とは、放課後等デイサービスの開始
時間から、従業者による支援（急遽体調不良になった就学児が
休憩しているときの見守り等を含む。）の終了時間までが30
分以下であるものであり、送迎中の時間は含みません。
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３－４ 欠席時対応加算Ⅱについて

○加算の算定に当たっては、就学児の当日の急病等、利用日の前
日まで指定放課後等デイサービス事業所が把握できなかった事
情により、利用を開始したものの、その利用を中止した場合に
ついて算定可能とされています。

○欠席時対応加算Ⅱを算定する場合は、放課後等デイサービス事
業所等従業者が、当該就学児の状況、当該就学児に提供した支
援内容等を記録しておいてください。
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３－４ 欠席時対応加算Ⅱについて

【令和３年度障害福祉サービス等報酬改定等に関するＱ＆Ａ VOL.１問69より】

○放課後等デイサービスの欠席時対応加算（Ⅱ）は、就学児の当日
の急病等、利用日の前日まで事業所が把握できなかった事情によ
り、利用を開始したものの、その利用を中止した場合について算
定できる。

以下のような場合は算定対象になるのか。

① 学校から送迎する時点で顔色が若干悪かったが、明らかな体調不
良ではないため、利用を開始したものの、具合が悪くなり、30分
以下で利用を中止した場合

② 学校の行事の延長等により事業所に来所するのが通常より遅れ、
30分以下の利用となった場合
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３－４ 欠席時対応加算Ⅱについて

【令和３年度障害福祉サービス等報酬改定等に関するＱ＆Ａ VOL.１問69より】

① 学校から送迎する時点で顔色が若干悪かったが、明らかな体
調不良ではないため、利用を開始したものの、具合が悪くなり、
30分以下で利用を中止した場合

（答）

①については、前日まで事業所が把握できない事情により、
利用を開始したものの、その利用を中止している要件に該当す
るので、算定できる。
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３－４ 欠席時対応加算Ⅱについて

【令和３年度障害福祉サービス等報酬改定等に関するＱ＆Ａ VOL.１問69より】

② 学校の行事の延長等により事業所に来所するのが通常より遅
れ、30分以下の利用となった場合

（答）

②については、前日まで事業所が把握できず、事業者側の予
期せぬ事情により30分以下の支援となった事例であることか
ら、①の場合と同様に、「前日まで指定放課後等デイサービス
事業所が把握できなかった事情により、利用を開始したものの、
その利用を中止した場合」と同様に取り扱い、算定できるもの
とする。
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３－５ 欠席時対応加算Ⅰについて

令和４年度の実地指導では、欠席時対応加算Ⅰの要件に関して、

不備がある事業所が散見されました。

要件について改めて確認しますので、「欠席時対応加算の取扱い

について」の動画もご覧ください。
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ご視聴いただきありがとうございました。


